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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メッシュプロステーゼの境界領域に隣接して第２のメッシュ層に貼り付けられた第１の
メッシュ層と、前記第１のメッシュ層と前記第２のメッシュ層との間に定義され、前記境
界領域から内側に延在するエンクロージャと、前記第１のメッシュ層において前記第１の
メッシュ層を前記エンクロージャまで貫通する開口と、前記エンクロージャの内部に複数
のガイドポケットを定義する固定ガイドテンプレートと、を有するメッシュプロステーゼ
と、
　前記エンクロージャの内部に取り外し可能に配置され、前記境界領域に向けて延在し、
前記メッシュプロステーゼを非デプロイ構成からデプロイ構成に促すための弾性デプロイ
メント力を生成する伸縮性を有する弾性デプロイメント構造と、
　前記弾性デプロイメント構造の境界の近辺に相互に間隔距離をもって突出し、前記境界
から外側に延在し、前記弾性デプロイメント構造と前記メッシュプロステーゼとの間の相
対回転運動を妨げるように前記ガイドポケットの対応する１つの内部に夫々係合された複
数のシールド突起と、
　を含む
　ことを特徴とする医療デバイス。
【請求項２】
　請求項１に記載の医療デバイスと、
　固定ツールと、
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　を含み、
　前記シールド突起は、前記固定ツールが患者の組織に前記第１のメッシュ層を貼り付け
る固定プロセス中であって前記固定ツールが前記エンクロージャに挿入される時に、前記
固定ツールから前記第２のメッシュ層のための防護壁を形成する
　ことを特徴とするシステム。
【請求項３】
　前記固定ツールは、タッカガンである
　請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記弾性デプロイメント構造は、前記弾性デプロイメント構造に配置され、前記弾性デ
プロイメント構造の中央部から概ね蛇行形状に前記境界に延在するセパレーションライン
を更に含む
　請求項１に記載の医療デバイス。
【請求項５】
　前記セパレーションラインは、１つ以上のスルーホールを含む
　請求項４に記載の医療デバイス。
【請求項６】
　前記セパレーションラインは、前記弾性デプロイメント構造に対して少なくとも部分的
に切り込みを入れられた連続溝を含む
　請求項４に記載の医療デバイス。
【請求項７】
　前記セパレーションラインの端に配置されたスルーカットを更に含む
　請求項４に記載の医療デバイス。
【請求項８】
　前記医療デバイスのための位置調整ツールとして配置された第１のアームと、
　前記弾性デプロイメント構造のための取り外しツールとして配置された第２のアームと
、
　を更に含み、
　前記第１のアームに印加された引張力によって前記セパレーションラインに沿った切り
離しが開始され、
　前記第２のアームに印加された引張力によって前記セパレーションラインに沿った切り
離しが開始されない
　請求項４に記載の医療デバイス。
【請求項９】
　ハンドルアセンブリの第１のアームと第２のアームとを更に含み、
　前記第１のアームと前記第２のアームは、前記ハンドルアセンブリを前記医療デバイス
のための位置調整ツールとして定義するロック構成とし、前記ハンドルアセンブリを前記
弾性デプロイメント構造のための取り外しツールとして定義するアンロック構成とするよ
うに適応される
　請求項４に記載の医療デバイス。
【請求項１０】
　前記ハンドルアセンブリが前記アンロック構成にある時は、前記第１のアームに印加さ
れた引張力によって前記セパレーションラインに沿った切り離しが開始され、
　前記第２のアームは、前記第２のアームに印加された引張力によって前記セパレーショ
ンラインに沿った切り離しが開始されないように構成されると共に配置される
　請求項９に記載の医療デバイス。
【請求項１１】
　前記セパレーションラインに沿った切り離しは、前記境界によって形成されたリングを
終端とする
　請求項４に記載の医療デバイス。
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【請求項１２】
　前記弾性デプロイメント構造に連結され、位置調整ツールと取り外しツールの両方とし
て構成されるツールを更に含む
　請求項１に記載の医療デバイス。
【請求項１３】
　前記シールド突起は、前記境界の近辺に相互に同等の間隔距離をもって配置される
　請求項１に記載の医療デバイス。
【請求項１４】
　前記シールド突起は、概ね矩形状を有する
　請求項１に記載の医療デバイス。
【請求項１５】
　前記ガイドポケットは、概ね矩形状を有する
　請求項１に記載の医療デバイス。
【請求項１６】
　前記ガイドポケットは、前記第２のメッシュ層に前記第１のメッシュ層を貼り付けるこ
とによって形成された複数の壁によって定義され、
　前記壁は、前記第２のメッシュ層に前記第１のメッシュ層を連結する、ステッチ、接合
、接着、又はその組み合わせによって形成される
　請求項１に記載の医療デバイス。
【請求項１７】
　前記メッシュプロステーゼに配置された塗料を更に含み、
　前記塗料は、エステル結合によって実質的に無作為の構造に架橋されたω－３脂肪酸を
有する生吸収可能架橋材料を含む
　請求項１に記載の医療デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　［関連出願の相互参照］
　本出願は、２０１４年３月１４日に出願され、引用によって本明細書に組み込まれた米
国仮特許出願第６１／９５３６１５号明細書の利益を請求する。
【０００２】
　本発明は、開腹腹壁ヘルニア修復、腹腔鏡腹壁ヘルニア修復、及び小ヘルニア修復（例
えば、臍帯又は上腹部の傷の修復）等の医療用途に適したデプロイメントデバイス、シス
テム及び方法に関する。特に、本発明は、メッシュプロステーゼのエンクロージャの内部
にフィットし、メッシュプロステーゼのデプロイメント、位置調整、及び固定の手術支援
に役立つように構成されたリムーバブルデプロイメント構造に関する。
【背景技術】
【０００３】
　インプランタブルメッシュプロステーゼは、傷の修復、標的部位の補強、治療のデリバ
リを支援するか、又は他の医療目的に役立つように、手術又は他の医療行為中に頻繁にイ
ンプラントされる。例えば、ヘルニアパッチ又は他の同種のインプランタブルメッシュプ
ロステーゼは、一般に開腹技術又は腹腔鏡技術を使用してインプラントされる。それらの
技術は、小ヘルニア（例えば、臍帯又は上腹部の傷）のみならず、中心性ヘルニアを治療
する際に有用である。
【０００４】
　例えば、開腹処置は、ヘルニアパッチがインプラントのために標的部位に挿入される単
孔を切開することによって実行される。典型的に、ヘルニアパッチは、単孔を通じた傷の
部位に対する挿入をより容易にするために、挿入に先立って、丸め込まれ、然もなくば折
り畳まれる。一度、ヘルニアパッチが身体の内部（例えば、腹腔、腹膜前腔等）に適切に
配置されると、ヘルニアパッチは、広げられ、然もなくばデプロイを見越して概ね平坦構
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成にされる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、このようにしてヘルニアパッチをデプロイする作業は、熟練した手動操
作を必要とする煩わしい作業である。それらの作業が組織の幾つかの層の下において実行
されるとすれば、熟達した外科医にとっても大抵は困難である。更に、腹腔鏡処置の場合
は、ヘルニアパッチをインプラントするために使用されるトロカールが制限された可動域
を持つため、ヘルニアパッチの操作は、より大きい挑戦であり、結果、外科医が小さい器
具と鉗子とを利用することが必要となる。
【０００６】
　幾つかの既存のメッシュパッチは、ポケット、エプロン、又はメッシュパッチの操作と
固定とを支援することを目的とする他のエンクロージャを形成する第２又は第３の層を備
えるメッシュのベース層を提供する。更に、それらの中でも、幾つかのメッシュパッチは
、一度、患者に挿入されると、デプロイを見越してメッシュパッチを概ね平坦構成にもた
らすために、堅い境界及び／又はパッチの境界近傍に取り付けられた堅いリング又はフレ
ームを含む。幾つかの事例においては、リング又はフレームは、経時的に吸収される生分
解性素材によって構成される。それらの吸収性リング又はフレームは、足りるだけの耐久
力を欠く傾向にあるか、又はメッシュパッチの意図された機能（例えば、組織の内部成長
又は補強）を潜在的に妨害する。他の事例においては、リング又はフレームは、非吸収性
素材（例えば、ポリプロピレン、ポリテトラフルオロエチレン等）によって形成されるた
め、身体の内部に恒久的構造を維持する。それらのメッシュパッチは、より高い耐久力を
示す傾向にあるものの、結果的にメッシュパッチの機能を妨害する。例えば、恒久的リン
グは、メッシュパッチの表面の特に望ましくない位置に圧点を生じさせる追加の形状を形
成する。更に、デプロイメントを容易にする他の試みは、端を隣接させるために、縮れさ
れるか、又は焼結され、歴史的に移植後の障害、合併症、及び死亡等のより高いリスクと
関連付けられた更なる追加の短所を生じさせるモノフィラメント又はワイヤリングを提供
する。
【０００７】
　従来の設計は、弾性デプロイメント構造をメッシュプロステーゼから容易に摘出するた
めに特別に設計されたスパイラル破断チャネルを含む。また、幾つかの弾性デプロイメン
ト構造設計は、弾性デプロイメント構造設計の境界に、完全除去の目視確認に役立つ接触
リングを有し、ハンドル／デプロイメント構造は、時期尚早の破断摘出を妨げるように相
互作用する。しかしながら、現在の設計は、好ましい固定部位を指示する性能を制限する
のみならず、弾性デプロイメント構造を使用するメッシュプロステーゼの側方／回転運動
の制御を制限する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　医療デバイスは、メッシュプロステーゼの境界領域に隣接して第２のメッシュ層に貼り
付けられた第１のメッシュ層と、第１のメッシュ層と第２のメッシュ層との間に定義され
、境界領域から内側に延在するエンクロージャと、第１のメッシュ層において第１のメッ
シュ層をエンクロージャまで貫通する開口と、エンクロージャの内部にガイドポケットを
定義する固定ガイドテンプレートと、を有するメッシュプロステーゼと、エンクロージャ
の内部に取り外し可能に配置され、境界領域に向けて延在し、メッシュプロステーゼを非
デプロイ構成からデプロイ構成に促すための弾性デプロイメント力を生成する伸縮性を有
する弾性デプロイメント構造と、弾性デプロイメント構造の境界から外側に延在し、弾性
デプロイメント構造とメッシュプロステーゼとの間の相対回転運動を妨げるようにガイド
ポケットの内部に係合されたシールド突起と、を含む。
【０００９】
　ある実施の形態においては、第１のメッシュ層と第２のメッシュ層との間に形成された
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エンクロージャの内部に配置された弾性デプロイメント構造を有する医療デバイスを使用
する方法は、第１の所望の位置において医療デバイスを変形構成に配置するステップと、
弾性デプロイメント構造によって及ぼされた力により変形構成からデプロイ構成に医療デ
バイスを移行させるステップと、弾性デプロイメント構造から延在するシールド突起と、
相互に関連するメッシュプロステーゼと弾性デプロイメント構造との独立した回転を妨げ
るために固定ガイドテンプレートによってエンクロージャの内部に形成されたガイドポケ
ットと、の係合により、弾性デプロイメント構造からメッシュプロステーゼに回転力を伝
達するステップと、弾性デプロイメント構造を回転させることによって第２の所望の位置
にメッシュプロステーゼを位置調整するステップと、を含む。
【００１０】
　本発明のそれらと他の特徴は、添付された図面に関連する以下の詳述によってより完全
に理解される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１Ａ】図１Ａは、本発明の実施の形態に従った、メッシュプロステーゼのガイドポケ
ットと係合するシールド突起を有する弾性デプロイメント構造を備えるデプロイメントシ
ステムの概略図を描写する。
【図１Ｂ】図１Ｂは、本発明の実施の形態に従った、メッシュプロステーゼのガイドポケ
ットと係合するシールド突起を有する弾性デプロイメント構造を備えるデプロイメントシ
ステムの概略図を描写する。
【図２】図２は、本発明の実施の形態に従った、シールド突起を有するメッシュデプロイ
メントデバイスの概略図を描写する。
【図３】図３は、本発明の実施の形態に従った、ガイドポケットを有するメッシュプロス
テーゼの概略図を描写する。
【図４】図４は、本発明のある態様に従った、逆アセンブルされたデプロイメントシステ
ムの側にアセンブルされたデプロイメントシステムの写真の透視図を描写する。
【図５】図５は、本発明のある態様に従った、図１Ｂのデプロイメントシステムの写真の
透視図を描写する。
【図６】図６は、本発明のある態様に従った、リング構成を備える弾性デプロイメント構
造の拡大図を描写する。
【図７】図７は、本発明のある態様に従った、固定ツール（例えば、タッカガン）を固定
部位にガイドするために使用されているデプロイメントシステムの透視図を描写する。
【図８】図８は、本発明のある態様に従った、位置調整ツールとデプロイメントデバイス
取り外しツールの両方の役割を果たすように適応された非アセンブル（例えば、実質的に
フラット）構成のアームを描写する。
【図９Ａ】図９Ａは、本発明の態様に従った、メッシュプロステーゼに位置された弾性デ
プロイメント構造において位置調整ツールを形成するロック位置の図８のアームを描写す
る。
【図９Ｂ】図９Ｂは、本発明の態様に従った、デプロイメントデバイス取り外しツールを
形成するアンロック位置の図８のアームを描写する。
【図１０Ａ】図１０Ａは、本発明の態様に従った、種々の形状を有するガイドポケットを
備えるメッシュプロステーゼの概略図を描写する。
【図１０Ｂ】図１０Ｂは、本発明の態様に従った、種々の形状を有するガイドポケットを
備えるメッシュプロステーゼの概略図を描写する。
【図１０Ｃ】図１０Ｃは、本発明の態様に従った、種々の形状を有するガイドポケットを
備えるメッシュプロステーゼの概略図を描写する。
【図１０Ｄ】図１０Ｄは、本発明の態様に従った、種々の形状を有するガイドポケットを
備えるメッシュプロステーゼの概略図を描写する。
【図１１】図１１は、本発明の実施の形態に従った、ツールを固定部位にガイドするため
のステッチを有するデプロイメントシステムの透視図を描写する。
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【図１２】図１２は、ここに開示された実施の形態に従った、デプロイメントデバイスの
ハンドルを描写する。
【図１３】図１３は、図１２のハンドルと係合するために配置されたデプロイメントデバ
イスのサポート構造を描写する。
【図１４】図１４は、図１３のサポート構造にアセンブルされた図１２のハンドルを含む
デプロイメントデバイスを描写する。
【図１５】図１５は、セクションライン１５－１５に沿って概ね得られる図１４のデプロ
イメントデバイスの断面を描写する。
【図１６】図１６は、円１６の内部に概ね含まれる図１５の領域の拡大図である。
【図１７】図１７は、図１４乃至１６のデプロイメントデバイスのハンドルのための側面
別形状を描写する。
【図１８】図１８は、図１４乃至１６のデプロイメントデバイスのハンドルのための側面
別形状を描写する。
【図１９】図１９は、図１４乃至１６のデプロイメントデバイスのハンドルのための側面
別形状を描写する。
【図２０】図２０は、図１４乃至１６のデプロイメントデバイスのハンドルのための側面
別形状を描写する。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の例示の実施の形態は、他の従来の弾性デプロイメント構造よりもエレガントで
あると共に効果的である設計を有し、ヘルニアパッチ等のメッシュプロステーゼをデプロ
イすることができる弾性デプロイメント構造に関する。メッシュプロステーゼは、メッシ
ュプロステーゼの中央領域からメッシュプロステーゼの境界領域に延在するエンクロージ
ャが形成されるように、境界領域に沿って第２のメッシュ層に固定された第１のメッシュ
層を含む。第１のメッシュ層は、エンクロージャまで第１のメッシュ層を貫通する開口を
有する。エンクロージャは、境界領域に沿って配置された固定ガイドテンプレートを有す
る。固定ガイドテンプレートは、境界領域に沿ってエンクロージャから外側に延在し、所
定の固定間隔をもって配置されたガイドポケットを含む。また、固定ガイドテンプレート
は、１つのガイドポケットを含んでも構わない。弾性デプロイメント構造は、エンクロー
ジャの内部に取り外し可能に配置され、境界領域に延在する。弾性デプロイメント構造は
、デプロイメント力を生成する伸縮性を有する。デプロイメント力は、プロステーゼを非
デプロイ構成からデプロイ構成にする。また、シールド突起は、弾性デプロイメント構造
の境界に沿って概ね平坦に配置される。また、１つのシールド突起が弾性デプロイメント
構造の境界に沿って配置されても構わない。シールド突起の夫々は、メッシュプロステー
ゼと関連する弾性デプロイメント構造の回転運動を妨げる方法によって固定ガイドテンプ
レートのガイドポケットと係合するように、大きさを合わせられ、寸法を合わせられ、配
置を合わせられる。
【００１３】
　従って、本発明の例示の実施の形態に従ったデプロイメント構造は、（例えば、インプ
ラントのために）折り畳まれ、圧迫され、又は幾つかの方法によって折り曲げられた後で
さえも、標的部位（例えば、固定位置／固定部位）においてメッシュプロステーゼをデプ
ロイ（例えば、概ね平坦であると共に折り畳まれない）構成にするために足りるだけの弾
性と、メッシュプロステーゼから取り外されるために足りるだけの可撓性と、を有する。
【００１４】
　ここに利用されるように、用語「柔軟」は、物体のしなやかさの技術分野におけるその
従来の意味、又は物体が曲がることを可能にする範囲を採用する。従って、柔軟は、異な
る種類の変形（例えば、弾性変形、塑性変形等）により曲がることを含む。
【００１５】
　用語「伸縮性」又は「弾性」は、一般にその技術分野において周知であるように、物体
が応力を受けて可逆的に変形する性能を指称する。従って、伸縮性は、物体に変形をもた
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らす応力（例えば、１つ以上の外力）を除去した後に物体にその原形状に戻す性能を与え
、然もなくば物体をその既定又は原形状に向けて回復させることを促す力を本質的に及ぼ
す。伸縮性は、伸張（例えば、伸び）によって生成された変形と圧縮（例えば、物体の折
り畳み、折り曲げ等によってもたらされる）によって生成された変形とに続いて物体の形
状を戻す性能を包含する。
【００１６】
　同様の部品が同様の引用数字によって全体に亘って明示された図１Ａ乃至９は、本発明
に従った、弾性デプロイメント構造とメッシュプロステーゼの実施の形態の一例を図示す
る。ある実施の形態においては、弾性デプロイメント構造は、それを患者の腔の内部に位
置調整するのに適する変形又はデプロイ形状（例えば、巻き丸められるか、又は折り畳ま
れた）に変形させ、しかる後、非デプロイ形状に弾性的に戻るか、又は非デプロイ形状を
取り戻すことができるように、幾らかの度合いの柔軟性を含む。本発明は、図面に図示さ
れた実施の形態の一例に関連して記載されるが、多数の代替変形によって本発明を具体化
することができることが理解されるべきである。当業者は、本発明の主旨と範囲と常に一
致する方法において、開示された実施の形態の大きさ、形状、又はエレメント若しくは材
料の種類等のパラメータを様々に変更することを認識する。
【００１７】
　図１Ａ乃至１Ｂは、本発明に従ったデプロイメントシステム１００の実施の形態の一例
の透視図を描写する。図１Ａは、１つのシールド突起１０２と１つのガイドポケット１０
４とを有するデプロイメントシステム１００を描写する。図１Ｂは、複数のシールド突起
１０２と複数のガイドポケット１０４とを有するデプロイメントシステム１００を描写す
る。
【００１８】
　デプロイメントシステム１００は、メッシュプロステーゼ１０６を含む。図３乃至４に
示されるように、メッシュプロステーゼ１０６は、中央のエンクロージャ１２５を形成す
るために境界領域１０８に沿って第２のメッシュ層１１１に固定された第１のメッシュ層
１０７を有する。例えば、第１のメッシュ層１０７は、境界領域１０８に沿ってステッチ
ライン／ソーンライン１０９を形成するために縫い込まれるか、又は縫い合わされること
によって第２のメッシュ層１１１に固定される。境界領域１０８に沿うとは、外側境界か
ら内部に配置されるとは言え、それが概ね境界領域１０８に隣接し、境界領域１０８の形
状に概ね又は少なくとも部分的に従うことを意味する。このステッチは、エッジマテリア
ルオーバーハングにおいて実質的に同等であることを保証し、ステッチ強度は、２つのメ
ッシュ層を境界に沿って結合させる。第１のメッシュ層１０７は、エンクロージャ１２５
まで貫通する開口１２４を有する。固定ガイドテンプレート１１３は、境界領域１０８（
ガイドポケット１０４のアウトライン又はステッチライン）に沿って配置される。固定ガ
イドテンプレート１１３は、境界領域１０８に沿ってエンクロージャ１２５から外側に延
在するガイドポケット１０４を有する。ガイドポケット１０４は、所定の固定間隔をもっ
て配置される。
【００１９】
　デプロイメントシステム１００は、メッシュプロステーゼ１０６のエンクロージャ１２
５の内部に取り外し可能に配置された柔軟又は弾性デプロイメント構造１１０を有する。
弾性デプロイメント構造１１０は、メッシュプロステーゼ１０６の境界領域１０８まで延
在する。弾性デプロイメント構造１１０は、デプロイメント力を生成する伸縮性を有する
。特に、デプロイメント力は、メッシュプロステーゼ１０６を非デプロイ構成（例えば、
自身が折り畳まれるか、又は巻き丸められる）からデプロイ構成（例えば、概ね平坦であ
ると共に折り畳まれていない）にする。弾性デプロイメント構造１１０のデプロイ（例え
ば、概ね平坦）構成は、弾性デプロイメント構造１１０の折り目、皺、曲がり目、反り等
が無いことが特徴である。この記載された弾性デプロイメント構造１１０のデプロイ（例
えば、概ね平坦）構成は、同様にメッシュプロステーゼ１０６をデプロイ（例えば、概ね
平坦）構成にする。
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【００２０】
　また、デプロイメントシステム１００は、概ね平坦である弾性デプロイメント構造１１
０の境界に沿って配置されたシールド突起１０２を有する。シールド突起１０２の夫々は
、メッシュプロステーゼ１０６に関連する弾性デプロイメント構造１１０の回転運動を妨
げる方法によって固定ガイドテンプレート１１３のガイドポケット１０４と係合するよう
に、大きさを合わせられ、寸法を合わせられ、配置を合わせられる。例えば、シールド突
起１０２は、弾性デプロイメント構造１１０と結合されても（例えば、それと全体が形成
され、それと張り付けられ、それと縫い込まれ、それと縫い合わされ、それと連結され、
それと固定され、それと接着され、然もなくばそれと結合されても）構わない。
【００２１】
　シールド突起１０２は、相互に等しい間隔距離をもって配置されても構わない。また、
ガイドポケット１０４の夫々との間の所定の固定間隔は、相互に等しい間隔距離であって
も構わない。代わりに、シールド突起１０２とガイドポケット１０４の夫々との間の所定
の固定間隔の両方は、相互に等しくない間隔距離であっても構わないが、ここに記載され
るように、各コンポーネントの動作を可能とする方法によって相互と常に一致されるべき
である。
【００２２】
　弾性デプロイメント構造１１０は、弾性デプロイメント構造１１０の境界領域に沿って
弾性デプロイメント構造１１０の中央部から境界領域に概ね蛇行形状に延在する弾性デプ
ロイメント構造１１０に配置されたセパレーションライン１１２を有する。セパレーショ
ンライン１１２は、スルーホールを構成しても構わない。また、セパレーションライン１
１２は、弾性デプロイメント構造１１０に切り込まれた材料の連続ストリップを含んでも
構わない。更に、スルーカット１１４は、弾性デプロイメント構造１１０の中央部のセパ
レーションライン１１２の最内端に配置されても構わない。
【００２３】
　ここでは、「蛇行セパレーションライン」は、弾性デプロイメント構造１１０の内（例
えば、中央）部から弾性デプロイメント構造１１０の境界の上の１つ以上の箇所に延在さ
れる１つ以上の接続セパレーションラインの配置を指称する。用語「蛇行」は、直線、ギ
ザギザ線、曲線等を含む。ここに利用されるように、「セパレーションライン」は、一般
に切り離されることに適応された（例えば、セパレーションラインから離れた１つ以上の
素材の隣接部の切り離しを伴わない）１つ以上の材料に位置された直線経路、曲線経路、
ギザギザ経路の何れをも指称する。セパレーションラインは、１つの材料又は複数の異材
料に亘って延在することができ、１つ又は複数の種類の物体に亘って延在することもでき
る。例示の実施の形態においては、セパレーションライン１１２は、その内端点（例えば
、直線に従わない）に関連して幾らかの角距離を移動する。セパレーションラインは、（
例えば、少なくとも１つの完全回転を作ることによって）少なくとも３６０度の角距離を
移動しても構わない。更に、セパレーションライン１１２は、螺旋状のセパレーションラ
インとして図面の全体に亘って図示される。セパレーションラインは、一連のスルーホー
ル、薄い若しくは弱い材料、パーシャルカット若しくは溝、又は他の種類のセパレーショ
ンラインを含み、それらによって実現される。当業者は、セパレーションライン１１２の
ための他の材料、実施の形態等を更に認識する。それらの代替案は、全て本発明の範囲に
おいて意図される。セパレーションライン１１２を図面において描写された典型的に滑ら
かに湾曲された蛇行又はスパイラルに加えて他の種類の蛇行形状とすることができる点に
注意するべきである。例えば、セパレーションライン１１２は、正方形状の蛇行／スパイ
ラル、他の形状の蛇行／スパイラル、又はその組み合わせによって形成される。
【００２４】
　また、デプロイメントシステム１００は、第１のアーム１１６ａと第２のアーム１１６
ｂとを有するハンドルアセンブリを含む。第１のアーム１１６ａに印加された引張力は、
スルーカット１１４を起点にしてセパレーションライン１１２に沿った切り離しを開始す
る。従って、第１のアーム１１６ａは、サポート構造１１０を取り外し又はリリースツー
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ルの機能を可能にする。第２のアーム１１６ｂは、第２のアーム１１６ｂに印加された引
張力がスルーカット１１４を起点にしてセパレーションライン１１２に沿った分離を開始
させないように構成されると共に配置される。従って、第２のアーム１１６ｂは、弾性デ
プロイメント構造１１０を位置調整するための位置調整ツールの機能を可能にする。
【００２５】
　一例においては、セパレーションライン１１２は、内側部（例えば、中央に隣接）と外
側部（例えば、境界に隣接）を含んでも構わない。セパレーションライン１１２は、弱体
化された節、溝、又は切れ目として形成される場合は、例えば、内側部に沿ったより難し
い初期の切り離し／リリースを促進し（従って、例えば、ユーザが本当に弾性デプロイメ
ント構造１１０を取り外す意図を持つまで意図しない切り離し／リリースを妨げ、ユーザ
が弾性デプロイメント構造１１０を再配置するか、又は操作するための高い耐久性を提供
する）、外側部に沿ったより容易い切り離し／リリースを促進する（例えば、切り離しを
開始した後の切り離し／リリースを容易にする）ために、内側部のセパレーションライン
１１２を外側部のセパレーションライン１１２よりも相対的に強く形成する（例えば、よ
り浅い切れ目又は溝を有する）ことができる。セパレーションライン１１２の内側部とセ
パレーションライン１１２の外側部は、相互に連続することができる。
【００２６】
　セパレーションライン１１２は、その最内端においてスルーカット１１４によって先行
される。スルーカット１１４は、弾性デプロイメント構造１１０に位置し、弾性デプロイ
メント構造１１０を完全に貫通して（即ち、弾性デプロイメント構造１１０の上面から弾
性デプロイメント構造１１０の下面を通って）延在するスリット状、又はスロット状の開
口である。スルーカット１１４は、セパレーションライン１１２によって後続される蛇行
経路の外挿を形成する経路を伴うことができる。従って、スルーカット１１４は、引き上
げられた時に、セパレーションライン１１２のリリースを開始するフラップを効果的に形
成する。最内端において、スルーカット１１４は、応力緩和ホール１１８が終端となる。
機能的に、応力緩和ホール１１８は、この領域において応力を効果的に分散するためにセ
パレーションライン１１２の始点に位置されたホールであり、結果、非貫通位置において
弾性デプロイメント構造１１０の意図しない切り離しがセパレーションライン１１２から
遠くに伝達される可能性が減少する。最外端において、スルーカット１１４は、スルーカ
ット１１４とセパレーションライン１１２の最内端との間の弾性デプロイメント構造１１
０の材料の間隙１２０が終端となる。例えば、間隙１２０は、大多数の弾性デプロイメン
ト構造１１０の厚さと実質的に等しい厚さを有することができる（例えば、蛇行セパレー
ションライン１１２の回転の間に位置された部分の厚さと等しい厚さを有することができ
る）。
【００２７】
　更に、デプロイメントシステム１００は、弾性デプロイメント構造１１０のための如何
なる特定の密度、厚さ等にも制限されない。例えば、弾性デプロイメント構造１１０は、
低密度ポリエチレン、低密度ポリプロピレン等によって構成される。更に、特殊素材と構
造特性の種々様々の組み合わせ（例えば、セパレーションライン１１２の回転数を含む）
は、本発明が決して図示された特定の実施の形態に限定されないように、再構成に足りる
だけの柔軟性を有し、メッシュプロステーゼ１０６の開口１２４を貫通する弾性デプロイ
メント構造１１０を提供するために選択される。
【００２８】
　図１Ａ乃至１Ｂの実施の形態の一例においては、アームスロット１２２ａ、１２２ｂは
、スルーカット１１４に隣接する。従って、アーム１１６ａ、１１６ｂは、同様にアーム
スロット１２２ａ、１２２ｂの夫々を貫通して延在する。弾性デプロイメント構造１１０
の中央からずらされた位置におけるスルーカット１１４の提供によって、アーム１１６ａ
、１１６ｂは、手術時のハンドリング及び操作中に、異なる機能のために外科医によって
使用される。スルーカット１１４により近接し、厚い内側部にさほど近接していないアー
ム１１６ａは、材料の間隙１２０をより効果的に破り、外科医による適度の引っ張り又は
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引き抜きに応じてセパレーションライン１１２のリリースを開始する。換言すれば、第１
のアーム１１６ａを上方に引っ張ると、スルーカット１１４によって形成された半円形状
フラップが上方に持ち上がり、最終的に、間隙１２０を切り離すために、間隙１２０に不
足の無い張力を与え、結果、セパレーションライン１１２のリリースを開始する。他方、
スルーカット１１４にさほど隣接せず（即ち、スルーカット１１４からより遠方に位置し
）、厚い内側部により近接している第２のアーム１１６ｂは、セパレーションライン１１
２のリリースの開始を伴わずに、より良い引っ張り及び引き抜きにより張力を与えること
ができる位置調整ツールとしてより効果的に役立つ。
【００２９】
　デプロイメントシステム１００を使用する方法は、メッシュプロステーゼ１０６を提供
することと、弾性デプロイメント構造１１０にシールド突起１０２を提供することと、を
含む。先に記載されたように、弾性デプロイメント構造１１０は、シールド突起１０２が
メッシュプロステーゼ１０６のガイドポケット１０４と係合するのと同一の方法によって
メッシュプロステーゼ１０６のエンクロージャ１２５の内部に配置される。この一例にお
いては、メッシュプロステーゼ１０６と弾性デプロイメント構造１１０は、最初に抑制力
によって巻き丸められた非デプロイ構成にされる。デプロイメントシステム１００（弾性
デプロイメント構造１１０を備えるメッシュプロステーゼ１０６）は、下層組織位置に対
して所望の位置に配置される。この位置においては、メッシュプロステーゼ１０６と弾性
デプロイメント構造１１０の抑制力が取り除かれる。弾性デプロイメント構造１１０は、
弾性デプロイメント構造１１０とメッシュプロステーゼ１０６とを広げられたデプロイ構
成に至らせるために、メッシュプロステーゼ１０６にデプロイメント力を印加する。特に
、弾性デプロイメント構造１１０の伸縮性は、弾性デプロイメント構造１１０とメッシュ
プロステーゼ１０６とをデプロイ（例えば、概ね平坦）構成に「スプリングバック」させ
る（然もなくばもたらす）。
【００３０】
　弾性デプロイメント構造１１０を所望の量だけ回転させることによって、メッシュプロ
ステーゼ１０６を回転して配置させることが可能となる。メッシュプロステーゼ１０６は
、同一の所望の量だけ回転するか、又は弾性デプロイメント構造１１０がメッシュプロス
テーゼ１０６と無関係に回転することを妨げるガイドポケット１０４と係合されたシール
ド突起１０２の作用によって弾性デプロイメント構造１１０と共に回転する。それは、手
術中のメッシュプロステーゼのハンドリング特性と外側回転配置を改善する。特に、それ
は、メッシュプロステーゼの位置調整中に回転された時に弾性デプロイメント構造がスリ
ップすることを妨げる。他の一例においては、メッシュプロステーゼ１０６は、径方向又
は軸方向における所望の距離に弾性デプロイメント構造１１０を押し付けることによって
配置される。それは、メッシュプロステーゼ１０６を径方向又は軸方向の所望の距離に進
める。
【００３１】
　図２乃至４は、デプロイ構成（例えば、実質的に平坦、自身の上に折り畳まれないか、
又は巻き丸められない）のメッシュデプロイメントデバイス１２６を描写する。メッシュ
デプロイメントデバイス１２６は、弾性デプロイメント構造１１０と、シールド突起１０
２と、を含む。特に、メッシュデプロイメントデバイス１２６は、メッシュプロステーゼ
１０６をエンクロージャ１２５の内部において取り外し可能に配置するために構成された
弾性デプロイメント構造１１０を有する。弾性デプロイメント構造１１０は、メッシュプ
ロステーゼ１０６をデプロイメントするためのデプロイメント力を生成する伸縮性を有す
る。シールド突起１０２は、弾性デプロイメント構造１１０の境界に沿って概ね平坦に配
置される。シールド突起１０２の夫々は、メッシュプロステーゼ１０６に関連する弾性デ
プロイメント構造１１０の回転運動を妨げるようにメッシュプロステーゼ１０６と係合す
るために、大きさを合わせられ、寸法を合わせられ、配置を合わせられる。弾性デプロイ
メント構造１１０とシールド突起１０２は、本明細書を読んだ当業者によって認識される
ように、押出成型されたポリプロピレン、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、他のプラス
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チック材料、モノフィラメント材料、シート材料、又は他の適するあらゆる生物分解性若
しくは非生物分解性材料によって構成される。
【００３２】
　図３乃至４は、デプロイ構成のメッシュプロステーゼ１０６を描写する。メッシュプロ
ステーゼは、エンクロージャ１２５がメッシュプロステーゼ１０６の中央領域から境界領
域１０８に延在するように、境界領域１０８に沿って第２のメッシュ層１１１に貼り付け
られた第１のメッシュ層１０７を有する。特に、第１の層と第２の層は、メッシュプロス
テーゼ１０６の外側の境界領域１０８のシーム１０９（例えば、ステッチライン、接合、
接着、又はその組み合わせ）において隣接される（例えば、貼り付けられ、連結され、接
着され、固定され、縫い込まれ、縫い合わされ、然もなくば相互に結合される）。メッシ
ュプロステーゼ１０６は、第１のメッシュ層１０７に形成され、エンクロージャ１２５ま
で貫通する開口１２４を有する。また、メッシュプロステーゼ１０６は、少なくともエン
クロージャ１２５の一部を形成し、境界領域１０８に沿って配置された固定ガイドテンプ
レート１１３を有する。固定ガイドテンプレート１１３は、境界領域１０８に沿ってエン
クロージャ１２５から外側に延在し、所定の固定間隔をもって配置されたガイドポケット
１０４を有する。所定の固定間隔は、固定ガイドテンプレート１１３に沿ったガイドポケ
ット１０４の夫々との間の距離である。特に、所定の固定間隔は、ガイドポケット１０４
の夫々との間の間隔距離と等しい間隔距離又は等しくない間隔距離であっても構わない。
それらの固定間隔は、手術の種類に基づいて予め定義されても構わない。例えば、手術に
よって、メッシュプロステーゼ１０６が上手くデプロイされ、下層組織を覆って貼り付け
られるように、ガイドポケット１０４の間の特定の距離（即ち、所定の固定間隔）は決定
される。この特定の距離又は所定の固定間隔は、更に以下に記載され、図７に図示される
ように、固定部位／固定位置１３４の夫々の間の距離を指す。特定の距離又は間隔は、当
業者によって認識されるため、特定の量は、ここで不要であるし、更に説明されない。メ
ッシュプロステーゼ１０６は、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、他の適するフ
ッ素重合体材料、又は他の適する材料によって構成される。
【００３３】
　図４乃至５は、本発明に従った、逆アセンブルされ（図４）、アセンブルされた（図５
）デプロイメントシステム１００を描写する。特に、図４は、デプロイメントキット１２
８の一例を描写する。デプロイメントキット１２８は、メッシュプロステーゼ１０６と、
弾性デプロイメント構造１１０と、シールド突起１０２と、を含む。この一例においては
、デプロイメントキット１２８の各部は、図５のデプロイメントシステム１００を形成す
るために相互にアセンブルされる。図４乃至７に示されるように、追加のツール１３０は
、弾性デプロイメント構造１１０に連結されても構わない。ツール１３０は、位置調整ツ
ール及びデプロイメントデバイス取り外しツールとして構成される。
【００３４】
　例えば、本発明の他の実施の形態に従ったキットの夫々は、例えば、巻き丸められるか
若しくは折り畳まれた構成、又は代わりに折り畳まれない構成においてメッシュプロステ
ーゼ１０６に挿入されるように夫々が構成された１つ以上のメッシュデプロイメントデバ
イス１２６を含む。当業者は、キットに含まれるメッシュデプロイメントデバイス１２６
とメッシュプロステーゼ１０６の数に制限がないことを認識する。更に、代替案として、
メッシュプロステーゼ１０６とメッシュデプロイメントデバイス１２６の一方又は両方は
、別々にパッケージされるか、及び／又は販売される。
【００３５】
　図５に描写されるように、弾性デプロイメント構造１１０は、応力緩和ホール１１８に
おいてセパレーションライン１１２（例えば、スルーホール又は材料の連続ストリップ）
の切り離しを開始するためにツール１３０に強い引っ張りを提供し、しかる後、応力緩和
ホール１１８から延在するセパレーションライン１１２の残りを徐々に切り離すために、
メッシュプロステーゼ１０６から上方にツール１３０を着実に引っ張ることによって取り
外される。この方法においては、弾性デプロイメント構造１１０のセパレーションライン
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１１２に沿って隣接する部分は、例えば、螺旋又は従来の螺旋階段に類似する形状に再構
成される（例えば、折り曲げられ、折り畳まれ、捻られ、解かれ、重ねられる等）ように
、切断され、上方にリリースされることが可能となる。再構成された形状は、弾性デプロ
イメント構造１１０がデプロイ（例えば、概ね平坦）状態の弾性デプロイメント構造１１
０の合計円周領域よりも小さい合計円周領域を有する開口１２４を貫通することを許容す
る。
【００３６】
　例えば、弾性デプロイメント構造１１０は、螺旋構成に構成されても構わない。具体的
に、ユーザは、孔又は人工筋肉壁の欠損を通じて弾性デプロイメント構造１１０を取り外
すことができる。特に、孔又は欠損を通じてメッシュプロステーゼをインプラントした後
に、それを人工筋肉壁（例えば、タック又は縫合を備える）に張り付ける。弾性デプロイ
メント構造１１０を螺旋に再構成する性能は、メッシュデプロイメントデバイス１２６に
大きい汎用性を与える。例えば、この特徴は、大きさを最小にされた欠損又はオリフィス
を通じた摘出を可能にする方法によってメッシュデプロイメントデバイス１２６を再構成
することを許容する理由のために特に有利である。また、ツール１３０は、インプラント
中に所望されるようにメッシュプロステーゼ１０６を配置するために、弾性デプロイメン
ト構造１１０と共にメッシュプロステーゼ１０６を回転させるために使用されても構わな
い。
【００３７】
　図６は、境界領域１０８又は弾性デプロイメント構造１１０の境界によって形成された
リング構成となるセパレーションライン１１２に沿った切り離しの一例を描写する。例え
ば、図５に示されるように、弾性デプロイメント構造１１０の所望の位置１４０は、接触
リング構成を作り出すためにセパレーションライン１１２が終端となる位置として使用さ
れても構わない。特に、セパレーションライン１１２に沿った弾性デプロイメント構造１
１０の切り離しによって再構成された後の弾性デプロイメント構造１１０が図６に示され
る。弾性デプロイメント構造１１０は、ループ又はリングの１８１となる。示され、構成
されるように、リング１８１は、弾性デプロイメント構造１１０の外側の殆どの境界によ
って形成される。弾性デプロイメント構造１１０がメッシュプロステーゼ１０６から取り
外される時に、全ての弾性デプロイメント構造１１０がプロステーゼから取り外されたこ
とをユーザに伝えるために、リング１８１が長い連続ストリップの端に保持される（一旦
、リング１８１がメッシュプロステーゼ１０６から取り外されたことをユーザが見れば、
全てのプロステーゼが取り除かれたことはユーザによって容易に理解される）。当業者は
、リング１８１若しくは幾つかの他の構造変更、色又はラベル表示、又はデバイスの端若
しくは弾性デプロイメント構造の全ての摘出を表示する他の視覚表示を含むメッシュプロ
ステーゼ１０６から取り外される弾性デプロイメント構造１１０の最後の残存部の合図又
は表示をユーザに提供する他の方法を認識する。代替例は、境界領域１０８又は弾性デプ
ロイメント構造１１０の境界によって形成された薄化先細り等の先細り構成となるセパレ
ーションライン１１２に沿った切り離しを含んでも構わない。
【００３８】
　図７は、弾性デプロイメントシステム１００の固定ガイドテンプレート１１３によって
ガイドされている固定ツール１３２を図示する。固定ツール１３２が境界領域１０８に沿
ってスライドされるか、又はドラッグされる時に、固定ツール１３２がガイドポケット１
０４に移動すると共にガイドポケット１０４を離れて移動する。ここに示されるように、
ガイドポケット１０４は、固定ツール１３２がガイドポケット１０４の内部に配置された
時に、ガイドポケット１０４に移動する固定ツール１３２の触覚フィードバックを通じて
固定ツール１３２が固定に適する位置（即ち、固定部位／固定位置１３４）にあることを
ユーザに知らせるように、所定の固定間隔をもって配置される。特に、デプロイメントシ
ステム１００は、下層組織に固定するために、固定プロセスの一部において、下層組織に
配置されても構わない。シールド突起１０２は、固定ツール１３２が開口１２４を通して
メッシュプロステーゼ１０６の固定ガイドテンプレート１１３に沿ってエンクロージャ１



(13) JP 6735681 B2 2020.8.5

10

20

30

40

50

２５にスライドされる時に、固定プロセス中に利用される固定ツール１３２と下層組織と
の間の防護壁を提供する。固定ツール１３２が、例えば、タッカガン若しくは縫合針、又
は他の比較的鋭い物体であっても、固定ツール１３２が固定ガイドテンプレート１１３に
沿って移動する時に、ユーザ（例えば、外科医）は、本発明によって、触覚フィードバッ
クを通じて固定部位／固定位置１３４を盲目的に識別することができる。
【００３９】
　図７に示されるように、固定ツール１３２を備えるデプロイメントシステム１００を使
用する方法の一例においては、固定ツール１３２は、開口１２４を通じてメッシュプロス
テーゼ１０６のエンクロージャ１２５に挿入される。外科医等のユーザは、弾性デプロイ
メント構造１１０に沿って固定ツール１３２をスライドさせることができる。境界領域１
０８に沿ってエンクロージャ１２５から外側に延在するガイドポケット１０４に弾性デプ
ロイメント構造１１０に沿って固定ツール１３２がスライドされる時に、ユーザは、固定
ツール１３２を通じた触覚フィードバックによって固定部位／固定位置１３４を識別する
ことができる。固定部位／固定位置１３４の識別中に、シールド突起１０２が障壁を提供
し、固定ツール１３２が障壁に沿ってスライドする。この障壁は、スライドする固定ツー
ルによる摩耗から下層組織位置を保護する。特に、障壁は、固定ツールとメッシュプロス
テーゼ１０６が配置される下層組織（例えば、内臓、腸）との間の接触を最小限にすると
共に妨げる。また、固定ツール１３２の使用は、不安定張力又はメッシュプロステーゼ１
０６の境界領域１０８に沿った異なる領域における捻れを妨げる正確な固定対称性を保証
することができる。
【００４０】
　一旦、メッシュプロステーゼ１０６が固定部位／固定位置１３４に固定されると、弾性
デプロイメント構造１１０を取り外すことができる。弾性デプロイメント構造１１０を取
り外すために、張力は、メッシュプロステーゼ１０６のエンクロージャ１２５から離れる
方向において弾性デプロイメント構造１１０に及ぼされ、弾性デプロイメント構造１１０
を再構成する（例えば、更に以下に記載されるツール１３０、又は他の手術ツールを使用
して）。それは、メッシュプロステーゼ１０６の開口１２４を貫通することを弾性デプロ
イメント構造１１０に許容する。弾性デプロイメント構造１１０がメッシュプロステーゼ
１０６の開口１２４を通してエンクロージャ１２５から取り外されるまで張力は絶えず及
ぼされる。弾性デプロイメント構造１１０は、メッシュプロステーゼ１０６の開口１２４
を通して取り外されても構わない。従って、弾性デプロイメント構造１１０が広げられ、
デプロイされた構成である時に、開口１２４は、弾性デプロイメント構造１１０によって
占められた合計円周領域よりも小さい合計円周領域を有する。
【００４１】
　一般に、本発明に従った方法は如何なる特定の固定法にも限定されない。もっと正確に
言えば、当業者は、手術の特定のタイプに依存して、デプロイメントシステム１００を使
用する種々様々の方法を認識する。
【００４２】
　図８は、位置調整ツール及びデプロイメントデバイス取り外しツールとして構成された
ツール１３０を描写する。ツール１３０は、ツール１３０の中央から僅かに位置をずらさ
れた内側部２０８を含んでも構わない。従って、内側部２０８は、ツール１３０を（相互
に関連する）長いアペンデージ１７８ａと短いアペンデージ１７８ｂとに分割する。図８
に描写されるように、ツール１３０は、アペンデージ１７８ａ、１７８ｂが同一の平面に
沿って整列された非アセンブル形状によって示される。ツール１３０をアセンブルするた
めに、アペンデージ１７８ａ、１７８ｂは、アペンデージ１７８ａ、１７８ｂが真っ直ぐ
になるように、内側部２０８の外縁において屈曲している。フィンガーサポートリング２
０６は、ユーザの指を受け入れるのに適し、長いアペンデージ１７８ａの第１のアーム１
１６ａに位置する。アペンデージ１７８ａ、１７８ｂの夫々は、アペンデージ１７８ａ、
１７８ｂから延在し、一旦、アームスロット１２２ａ、１２２ｂを通じてスライドすると
、アペンデージ１７８ａ、１７８ｂがアームスロット１２２ａ、１２２ｂを通じて何れか
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の方向にスライドすることを妨げる機械的ストッパーとして作用する、１つ以上のバーブ
機構２１４を含む。スリット２１０は、長いアペンデージ１７８ａの第１のアーム１１６
ａに第１のアーム１１６ａを通じてフィンガーサポートリング２０６の僅かに内側に位置
する。スリット２１０は、短いアペンデージ１７８ｂの第２のアーム１１６ｂに形成され
た突起２１２を受け入れるために、大きさを合わせられ、形状を合わせられ、寸法を合わ
せられる。突起２１２は、スリット２１０を貫通し、続いて回転によって適所にロックす
るために、大きさを合わせられ、形状を合わせられ、寸法を合わせられる。突起２１２は
、アンロックするために、反対方向に回転することによってリリースされる。例示の実施
の形態においては、ツール１３０は、ポリプロピレン、ＰＥＴＧ（グリコール変性ポリエ
チレンテレフタレート）、又は他の適する（例えば、医療グレード）材料によって形成さ
れる。当業者は、ツール１３０を形成するために種々様々の他の材料を使用することがで
きることをここに認識する。それらの代替案と変更の全ては、本発明の範囲内において意
図される。
【００４３】
　図９Ａは、一例のデプロイメントデバイス１０１の弾性デプロイメント構造１１０に連
結された図８のツール１３０を描写する。デプロイメントデバイス１０１は、メッシュプ
ロステーゼ１０６の内部に位置する。長いアペンデージ１７８ａは、例えば、スロット１
２２ａにおいて、蛇行スルーカット１１４によって形成された半円形状フラップの弾性デ
プロイメント構造１１０に添えられるように適応される。短いアペンデージ１７８ｂは、
例えば、スロット１２２ｂにおいて蛇行スルーカット１１４によって形成された半円形状
フラップ上では無く、デプロイメントデバイス１０１上の位置に添えられるように適応さ
れる。アーム１３０の内側部２０８は、弾性デプロイメント構造１１０にラッチを固定す
るためにバーブ機構２１４がアームスロット１２２ａ、１２２ｂを通じて下方に貫通する
ように位置を定められる。
【００４４】
　図９Ａに示されるように、ツール１３０は、ロック構成にある。ロック構成によって、
アペンデージ１７８ａ、１７８ｂが相互に固定されるか又は接続されることが意図される
。例えば、アペンデージ１７８ａ、１７８ｂは、ある実施の形態においては、スリット２
１０にアペンデージ１７８ｂの突起２１２を挿入することによって接続可能である。図９
Ａのロック構成時に、先にここに記載されたように、ツール１３０は、位置調整ツールと
して役立つ。特に、長さの差異により、長いアペンデージ１７８ａは、屈曲し、幾つかの
スラックを含むけれども、短いアペンデージ１７８ｂは、真っ直ぐである。従って、ツー
ル１３０がロック構成にある時に、フィンガーサポートリング２０６の力は、短いアペン
デージ１７８ｂに沿って分散される。アペンデージ１７８ｂが蛇行スルーカット１１４に
よって形成された半円形状フラップに添えられないと仮定すれば、フィンガーサポートリ
ング２０６の力は、アーム１７６がロック構成にある時に、蛇行セパレーションライン１
１２のリリースを開始しない方法によって弾性デプロイメント構造１１０に亘ってより均
一に分散される。
【００４５】
　図９Ｂは、アンロック構成のツール１３０を描写する。アンロック構成においては、フ
ィンガーサポートリング２０６の力は、長いアペンデージ１７８ａに沿って分散される。
従って、弾性デプロイメント構造１１０に生じる張力は、蛇行スルーカット１１４によっ
て形成された半円形状フラップに分散される。この蛇行スルーカット１１４によって形成
された半円形状フラップ上の張力の集中は、間隙１２０を切り離すことによって半円形状
フラップを持ち上げ、蛇行セパレーションライン１１２の切り離しを開始する。従って、
ツール１３０がロック構成にある時に、ツール１３０は、位置調整デバイスとして効果的
に役立ち、ツール１３０がアンロック構成にある時に、ツール１３０は、メッシュプロス
テーゼ１０６からデプロイメントデバイス１０１を取り外すためのタブとして効果的に役
立つ。
【００４６】
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　メッシュプロステーゼ１０６と弾性デプロイメント構造１１０の部分は、一般に多種多
様の形状、相対寸法、及び／又は大きさを呈することができる。例えば、図１０Ａ乃至１
０Ｄは、メッシュプロステーゼ１０６と弾性デプロイメント構造１１０の追加の実施の形
態を描写する。当業者は、それらの一例が更に図示の目的のために提供され、限定として
意図されないことを認識する。
【００４７】
　図１０Ａ乃至１０Ｄは、多種多様の形状を有するガイドポケット１０４を備えるメッシ
ュプロステーゼ１０６の一部を描写する。図１０Ａは、概ね四角形状を有するガイドポケ
ット１０４Ａを有するメッシュプロステーゼ１０６Ａの一部を図示する。同様に、シール
ド突起１０２は、正方形のガイドポケット１０４Ａの内部に適合するように丸コーナを備
える概ね四角形状を有することができる。他の一例においては、図１０Ｂは、概ね三角形
状（例えば、Ｖ形状）を有するガイドポケット１０４Ｂを有するメッシュプロステーゼ１
０６Ｂの一部を図示する。概ね三角形状のガイドポケット１０４Ｂは、同一の又は当業者
によって知られている種々様々の異なる角度及び／又は深さを有することができる。同様
に、この三角形状の一例のためのシールド突起１０２は、三角形状のガイドポケット１０
４Ｂの内部に適合するように概ね三角形状（例えば、Ｖ形状）を有することができる。他
の一例においては、図１０Ｃは、概ね扇形状を有するガイドポケット１０４Ｃを有するメ
ッシュプロステーゼ１０６Ｃの一部を図示する。概ね扇形状のガイドポケット１０４Ｃは
、同一の又は当業者によって知られている種々様々の異なる半径及び／又は深さを有する
ことができる。同様に、この扇形の一例のためのシールド突起１０２は、扇形状のガイド
ポケット１０４Ｃの内部に適合するように丸くされた波形状を有することができる。他の
一例においては、図１０Ｄは、概ね矩形状を有するガイドポケット１０４Ｄを有するメッ
シュプロステーゼ１０６Ｄの一部を図示する。概ね矩形状のガイドポケット１０４Ｄは、
同一の又は当業者によって知られている種々様々の異なる長さ及び／又は幅を有すること
ができる。同様に、この一例のためのシールド突起１０２は、概ね矩形状を有し、矩形状
のガイドポケット１０４Ｄの内部に適合するように丸コーナを有しても構わない。当業者
は、この説明によって意図されるように、メッシュプロステーゼが弾性デプロイメント構
造と相互に作用するように、ガイドポケットと対応するシールド突起のための他の形状変
更を認識することができる。
【００４８】
　図１１は、デプロイメントシステム１００の他の一例を図示する。デプロイメントシス
テム１００は、メッシュプロステーゼ１０６にデプロイ（例えば、概ね平坦）構成の弾性
デプロイメント構造１１０を含む。
【００４９】
　このデプロイメントシステム１００は、実質的に等しい領域を有する断面に図解的に解
析可能であるメッシュプロステーゼ１０６を含む。セクションは、ガイドポケット１０４
Ｅを形成する。また、メッシュプロステーゼ１０６は、メッシュプロステーゼ１０６の境
界領域１０８に実質的に延在するエンクロージャ１２５を有する。また、デプロイメント
システム１００は、エンクロージャ１２５の内部に取り外し可能に配置され、メッシュプ
ロステーゼ１０６の境界領域１０８に延在する弾性デプロイメント構造１１０を有する。
弾性デプロイメント構造１１０は、メッシュプロステーゼ１０６に関連する弾性デプロイ
メント構造１１０の回転運動を妨げる方法によってメッシュプロステーゼ１０６のガイド
ポケット１０４Ｅと係合するように、大きさを合わせられ、寸法を合わされ、位置を合わ
されたシールド突起１０２Ｅに弾性デプロイメント構造１１０を分割する間隙１３８を有
する。特に、弾性デプロイメント構造１１０は、概ねパイ形状のシールド突起１０２Ｅを
形成するセクションに弾性デプロイメント構造１１０を分離する間隙１３８を含む。シー
ルド突起１０２Ｅは、概ねパイ形状のガイドポケット１０４Ｅの内部に配置される。
【００５０】
　ガイドポケット１０４Ｅは、放射状に配向された壁１０５によって定義されるか又は形
成される。一般に、放射状に配向された壁１０５は、第２のメッシュ層１１１に第１のメ
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ッシュ層１０７を結合することによって形成される。一例においては、放射状に配向され
た壁１０５は、第１のメッシュ層１０７を第２のメッシュ層１１１に連結する、ステッチ
、接合、接着、又はその組み合わせによって形成される。壁の夫々は、第１のメッシュ層
１０７を第２のメッシュ層１１１に貼り付けるステッチ１３６によって作成される。ステ
ッチ１３６は、弾性デプロイメント構造１１０の間隙１３８と一致するように配置される
。間隙１３８の夫々に沿ったステッチ１３６は、固定部位／固定位置１３４の識別を可能
にする。特に、第１のメッシュ層１０７と第２のメッシュ層１１１との間の間隙１３８に
沿ったステッチ１３６は、ここに説明された方法を用いてユーザ（例えば、外科医）が固
定部位／固定位置１３４を検索するためのガイドを提供する。ステッチ１３６の夫々の長
さを変更することができる。更に、ステッチ１３６は、固定又はタッキングのために、メ
ッシュプロステーゼ１０６のコーナを感知／見つけるべく、ユーザが触覚フィードバック
を使用することを許容する。当業者によって認識されるように、図１１に示された実施の
形態の構造は、他の図面に示され、説明を参照する、相対的に小さくより正確に配置され
たガイドポケット１０４に対して固定を試みることができる境界領域１０８に沿って相対
的に大きいポケットを作成する。図面に示されたガイドポケット１０４は、メッシュプロ
ステーゼ１０６を下層組織に正確に貼り付けるための選択においてユーザがより広い自由
度を持つことを可能にする。
【００５１】
　デプロイメントシステム１００に含まれ、及び／又はデプロイメントシステム１００と
共に使用されるツールの限定されない一例であるアーム１１６ａ、１１６ｂをツール１３
０が有することが認識され、従って、他のツールが先に説明されたものに加えて又は代わ
りに使用されても構わない。例えば、図１２、１７は、ユーザがデプロイメントシステム
１００を配置し、移動し、然もなくば操作することを可能にするために、例えば、ツール
１３０の代わりに、使用されるツール３００を図示する。ツール３００は、コネクタ３０
４の一端となるアーム３０２を含む。
【００５２】
　コネクタ３０４は、ツール３００をデプロイメントシステム１００のサポート構造１１
０に接続するために配置される。例えば、図１３は、ツール３００のコネクタ３０４を受
け入れるように配置された開口３０６によって構成されたデプロイメントシステム１００
のサポート構造１１０を図示する。図１２乃至１６に図示された実施の形態等のある実施
の形態においては、コネクタ３０４は、嵌め込み部３１０を通じてアーム３０２に接続さ
れた頭部３０８（例えば、フランジ、キャップ、ショルダ、リップ等）を含んでも構わな
い。頭部３０８とアーム３０２の寸法（例えば、径寸法）は、それらが開口３０６の対応
する大きさよりも大きくなるように選択されても構わない。このように、例えば、頭部３
０８が嵌められ、押され、締められ、押し出され、然もなくば開口３０６を貫通するか若
しくは開口３０６を通じて配置された後に、頭部３０８とアーム３０２の相対的に大きい
寸法は、開口３０６からコネクタ３０４を解放することを防ぎ、然もなくば妨げるか若し
くはより難しくする。当業者は、図示されない実施の形態のコネクタ３０４によって使用
される、他の恒久的に解放することができる機械的ファスナ、接着剤等を認識する。
【００５３】
　ある実施の形態の開口３０６の形状は、２つの部分的に重なる円形状部３１２ａ、３１
２ｂ（纏めて「円形状部３１２」）によって定義されても構わない。開口３０６が他の形
状（例えば、単円、楕円、正方形、三角形等）を採用しても構わないことを付け加える。
円形状部３１２の間の一部の重なりは、円形状部３１２の間の開口３０６の絞り又は絞ら
れた領域３１４を作成する。開口３０６からのコネクタ３０４の前述の解放を妨げるため
に、円形状部３１２の寸法又はサイズは、それらが対応する寸法よりも小さくなるように
選択することができる（例えば、頭部３０８とアーム３０２の径は、嵌め込み部３１０の
寸法よりも大きいか又は等しい）。絞り３１４は、ある実施の形態において、円形状部３
１２によって定義された開口３０６の一部との係合の間にツール３００が自由に移動する
ことを妨げるために、それが対応する寸法（例えば、嵌め込み部３１０の径）と同一のサ
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イズ又はより小さくなるように大きさを合わせられても構わない。代わりに、絞り３１４
は、単一の円形状部３１２によって定義された開口３０６の一部とツール３００との係合
を維持することを支援する。しかしながら、絞り３１４は、（例えば、嵌め込み部３１０
を円形状部３１２ａの内部の係合と円形状部３１２ｂの内部の係合との間で移行させ、戻
すために、）適切な力が印加される場合に、絞り３１４を通じ、円形状部３１２の相対す
る１つによって定義された開口３０６の一部に嵌め込み部３１０が押し付けられるように
、大きさを合わせられても構わない。
【００５４】
　例えば、円形状部３１２ａは、スロット１２２ａと同様に配置されても構わず（即ち、
スルーカット１１４と相対的に近位に配置されても構わず）、円形状部３１２ｂは、スロ
ット１２２ｂと同様に配置されても構わない（即ち、スルーカット１１４と相対的に遠位
に配置されても構わない）。このように、ツール３００は、先に説明されたアーム１１６
ａ、１１６ｂを有するツール１３０と同様に機能することができる。即ち、例えば、ツー
ル３００が円形状部３１２ａによって定義された開口３０６の一部に配置された時に、間
隙１２０に位置されたサポート構造１１０の材料を切断するか又は切り離すことを支援す
るために、スルーカット１１４によって形成された半円形状フラップに力がより容易に印
加され、先に説明されたようにサポート構造１１０が解れ始める（例えば、セパレーショ
ンライン１１２によって定義された経路に沿った連続ストリップにおいて）。同様に、ス
ロット１２２ｂと同様に、円形状部３１２ｂは、スルーカット１１４と相対的に遠位に配
置される。このように、ツール３００が（スロット１１６ｂにおけるアーム１１６ｂと同
様に）円形状部３１２ｂにおける開口３０６に係合された時にサポート構造１１０に印加
された力は、間隙１２０の材料を切断する大きいリスクを伴わずにデプロイメントシステ
ム１００を再配置するためにツール３００を使用することができるように、間隙１２０の
材料に集中されず、サポート構造１１０により均一に分散される。従って、円形状部３１
２ａ、３１２ｂとツール３００との係合の間にツール３００を移動させることは、先に説
明されるようにアペンデージ１７８ａ、１７８ｂをロック及びアンロックするのと概ね同
一の機能をもたらす。
【００５５】
　図１２、１４、１７に示されるように、ツール３００は、概ねＴに類似する形状をツー
ル３００に与えるクロスバー３１６を含んでも構わない。例えば、クロスバー３１６は、
サポート構造１１０を解くのに適する力を印加するために、ユーザがツール３００を握る
か又は掴むことを支援しても構わない。しかしながら、ツール３００が他の形状を取り得
ることが認識される。例えば、図１８乃至２０は、ツール３００のための多種多様の他の
形状を示す。例えば、図１８においては、ツール３００は、アーム３０２から外側に延在
する延長部３１８を有し、延長部３１８は、Ｌ字形状をもたらす。図１９においては、ツ
ール３００は、アーム３０２の端にリング３２０を有し、リング３２０は、ループ形状を
もたらす。図２０においては、ツール３００は、弓形状セグメント３２２を有し、弓形状
セグメント３２２は、フック形状をもたらす。ツール３００は、一致した及び／又は一定
の横断面形状又は厚さを任意に有しても構わない。例えば、図示された実施の形態におい
ては、ツール３００は、本質的に一定の径の丸形状断面を有する。それらの実施の形態は
、向上された剛性が望まれる実施の形態、及び／又は相対的に同等の剛性／柔軟性が全方
向において望まれる実施の形態において有利である（例えば、アーム１１６ａ、１１６ｂ
の平坦にされた特徴は、ある方向のみにおいて向上された柔軟性を示すそれらの構造をも
たらす）。当業者は、実現される可能性の有るツール３００のために他の形状、サイズ、
及び寸法の如何なる数も認識する。
【００５６】
　当業者は、米国特許出願公開第２００６／００７８５８６号明細書に記載されたように
、皮膚接着性を妨げるために、米国特許第８１２４１２７号明細書に記載されたように、
治療を支援し提供するために、及び／又は米国特許出願公開第２００９／０１８１９３７
号明細書と米国特許出願公開第２００９／０２０８５５２号明細書とに記載されたように
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、メッシュプロステーゼ１０６を覆うために、デプロイメントシステム１００が、非炎症
性、生吸収性、生物油塗料を有するメッシュプロステーゼ１０６を含むことができること
を認識し、それらの全体が引用によってここに組み込まれる。
【００５７】
　それらの非炎症性、生吸収性、生物油塗料は、疎水性不重合体の架橋ゲル、脂肪酸を含
むことができ、１つ以上の治療薬を任意に含むことができる。生物油塗料は、疎水性不重
合体架橋ゲルと１つ以上の脂肪酸とを含み、更に、グリセリド、グリセロール、脂肪酸、
及び脂肪族アルコールから成る群の１つ以上を含むことができ、先に説明されたように、
更に、治療薬を含んでも構わない。
【００５８】
　生物油塗料は、当業者によって認識されるように、メッシュプロステーゼ１０６の全部
又は一部に提供される。更に、生物油塗料は、可溶性成分と不溶性成分の両方を含むこと
ができる。ここに説明された架橋ゲル塗料の文脈において使用されるように、用語「可溶
性」と「不溶性」は、例えば、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）等の極性溶媒における、例
えば、重量分析によって決定された塗料の可溶性を示す。例えば、重量分析によって決定
されるように、塗料は、ＴＨＦにおいて約６０％乃至７５％が可溶性であり、約２５％乃
至４０％が不溶性であるか、又は代わりに、塗料は、ＴＨＦにおいて約４５％乃至５５％
が可溶性であり、約４５％乃至５５％が不溶性であるか、又は代わりに、塗料は、３０％
乃至５５％が可溶性であり、４５％乃至７０％が不溶性であっても構わない。一般に、有
機溶媒（ＴＨＦ等）における抽出に抵抗力の有る成分の少なくとも幾つかは、約Ｃ10乃至
Ｃ22の鎖長を有する遊離脂肪酸又はエステル化脂肪酸を含む架橋成分を含んでも構わない
。
【００５９】
　用語「架橋ゲル」は、本発明に関連してここに利用されるように、非重合体であると共
に１つ以上の脂肪酸を含む油組成物に由来する、実質的に無作為の構造における、エステ
ル、ラクトン、エーテル、過酸化物、及び炭素炭素結合の１つ以上によって三次元網目構
造に相互に直接的に共有結合で架橋された、α－リノレン酸（ＡＬＡ）、イコサペンタエ
ン酸（ＥＰＡ）、及び／又はドコサヘキサエン酸（ＤＨＡ）等のゲルを指称する。多種多
様の実施の形態においては、油組成物は、実質的に無作為の構造における、エステル、ラ
クトン、エーテル、過酸化物、及び炭素炭素結合の１つ以上によって三次元網目構造に相
互に架橋された、脂肪酸分子、グリセリド、及びその組み合わせの何れか１つ以上を含む
。ある実施の形態においては、結合は、加水分解性結合（例えば、エステル及び／又はラ
クトン架橋結合）を含む。ある実施の形態においては、結合は、加水分解性エステル結合
を含む。ある実施の形態においては、結合は、加水分解性ラクトンエステル結合を含む。
多種多様の実施の形態においては、脂肪酸は、エステル結合を介して自身に架橋される。
【００６０】
　更に、ここに説明されるように、疎水性非重合体架橋ゲル塗料は、生吸収性である。
【００６１】
　疎水性非重合体架橋ゲル塗料は、例えば、塗料から放出されて一度だけアクティブにな
る塗料及び／又はプロドラッグに含まれるように、アクティブ薬としての治療薬を含むこ
とができる。塗料は、それらが治療薬を生体内において所望の割合及び／又は治療上の有
効率にするか又は放出するように選択されても構わない。他の実施の形態においては、塗
料は、重量の約１％乃至５０％に充填された平均薬を有しても構わない。
【００６２】
　本発明の手術メッシュ１０６の使用に適する疎水性非重合体架橋ゲル塗料は、油成分に
よって形成される。用語「油成分」は、「油含有出発原料」としてここに指称される。「
油含有出発原料」は、自然又は合成源に由来する。好ましくは、「油含有出発原料」は、
不飽和脂肪酸（例えば、ＥＰＡ、ＤＨＡ、及び／又はＡＬＡ等の不飽和魚油脂肪酸）を含
む。油成分は、油又は油組成物の何れかである。油成分は、魚油、鱈肝油、クランベリー
油、合成油、又は所望の特性を有する他の油等の自然発生油である。ある実施の形態の一
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供することができるω－３脂肪酸の高含有量を理由に魚油を利用する。魚油は、抗付着薬
として役立つ。更に、魚油は、同様に抗炎症性又は非炎症性の特性を維持する。
【００６３】
　ここに利用されるように、用語「魚油」は、限定されるものではないが、ω－３脂肪酸
、魚油脂肪酸、遊離脂肪酸、モノグリセリド、ジグリセリド、又はトリグリセリド、脂肪
酸のエステル若しくはその組み合わせを含む。魚油は、アラキン酸、ガドレイン酸、アラ
キドン酸、α－リノレン酸（ＡＬＡ）、イコサペンタエン酸（ＥＰＡ）、ドコサヘキサエ
ン酸（ＤＨＡ）又は派生物、類似物、及びその薬学的に好ましい塩類の１つ以上を含んで
も構わない。典型的に適する派生物は、限定されるものではないが、ω－３脂肪酸アルキ
ルエステル（例えば、ω－３脂肪酸エチルエステル）を含む。他の適する派生物は、当業
者に明白である。
【００６４】
　更に、ここに利用されるように、用語「遊離脂肪酸」は、限定されるものではないが、
酪酸、カプロン酸、カプリル酸、カプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸
、パルミトレイン酸、ステアリン酸、オレイン酸、バクセン酸、リノール酸、α－リノレ
ン酸、γ－リノレン酸、ベヘン酸、エルカ酸、リグノセリン酸、類似物、及びその薬学的
に好ましい塩類の１つ以上を含む。自然発生油は、疎水性架橋ゲルを形成するためにここ
に説明されるように貯蔵された魚油を含み、塗料を作成する。
【００６５】
　ここに利用されるように、用語「生吸収性」は、一般に患者の身体の組織に浸透するこ
とができる特性又は特徴を有することを示す。ある実施の形態においては、本発明の生吸
収性は、脂肪好性メカニズムを通して生じる。生吸収性物質は、体組織の細胞のリン脂質
二重層において可溶性であるため、生吸収性物質は、細胞に浸透する。
【００６６】
　生吸収性物質は、生分解性物質と異なることに注意するべきである。生分解性、一般に
生物学的因子によって分解することができるか、又は微生物若しくは生物学的プロセスに
よって分解することができるものとして定義される。生分解性物質は、親物質又は分解中
に形成されたものの何れかにより炎症反応をもたらす場合があり、それらは組織によって
吸収されるかもしれないし、吸収されないかもしれない。幾つかの生分解性物質は、分解
のためのエロージョンメカニズムを大きくするために限定される。
【００６７】
　本発明は、ここに説明されるように、弾性デプロイメント構造１１０にデプロイするこ
とができる全ての市販の手術メッシュ１０６の使用を考慮する。
【００６８】
　本発明の数多の変更と他の実施の形態は、前述の説明を考慮して当業者に明白になる。
従って、この説明は、単に例示として解釈され、本発明を実施するためのベストモードを
当業者に教示する。構造の詳細は、本発明の主旨を逸れずに実質的に変更しても構わず、
添付された特許請求の範囲の中で生じる全ての変更の専属的利用が確保される。この説明
の中において、実施の形態は、明確且つ簡潔に説明を記載することを可能にする方法によ
って記載されるが、実施の形態を種々に組み合わせるか、又は本発明を逸れずに分離させ
ることが意図されると共に認識される。添付された特許請求の範囲と適用すべき法規によ
って要求される範囲にのみ本発明が限定されることが意図される。
【００６９】
　また、以下の特許請求の範囲は、言語の問題として、ここに説明された本発明の全ての
包括的及び具体的特徴と本発明の範囲の全ての記述とに及ぶことが理解される。
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